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2～3月の活動予定（会議を除く）

2/15（日）14:00 定例レッスン

2/19（木）16:30 声楽千秋教室Ⅱ

2/20（金）17:30 定例レッスン

3/ 1（日） 14:00 昴友の会主催 うたごえ喫茶

3/ 3（火） 15:00 T1.T2パートレッスン

3/ 6（金） 13:30 声楽中村教室

〃 17:30 定例レッスン

3/10（火）13:30 声楽千秋教室Ⅰ

〃 18:00 Br.Bsパートレッスン

3/15（日）14:00 定例レッスン

3/19（木）16:30 声楽千秋教室Ⅱ

3/20（金）17:30 定例レッスン

厳しい冬の後にはきっと暖かい春が来るーさあ平和の準備を！
昴事務局長 立川 孝信

大雪が日本列島を覆いかぶさり寒さに身動きの取れないさ
中に突然の解散選挙、全く政策など示されず人気にあやかっ
て「日本列島を強く豊かに」というフレーズだけで中身のない騙
し討ち選挙だった。
今の政府がアメリカ言いなりで軍拡路線で被団協がノーベル

平和賞を受賞したにもかかわらず核禁条約に世界で９９ヶ国が
賛成しているのに被爆国の日本が賛成していない。それどこ
ろか非核３原則を取り崩し、憲法９条さえ変えて軍隊を持とうと
しているが、今回の公約には全くなかったことで、今回のだまし
選挙で３分の２を取ったが国民を馬鹿にするなと言いたい。
81年前の侵略戦争で日本全土が焦土と化し300万人が殺さ

れ一瞬にして21万人が原爆で殺されたことを決して私たちは
忘れない。だから憲法９条が生き続け80年間平和が築かれた。
半世紀続くパレスチナ戦争や、いまだウクライナで戦闘が続

いていることを見ても軍事力で平和が作れないことは明らかだ。
さあそこで我々の出番だ。
「うたごえ運動」の平和の力・闘う力・生きる力という「うたごえ」

の原点を学び直し、「うたごえ」で平和の準備をしてゆこう。
母親大会や９条の会などに演奏依頼が広がり、また今年11月

の「非核の政府をつくる会40周年のつどい」のオープニング演
奏すること等に広がった。
昴16回コンサートはいち早く11月23日クレオ中央に決まり、企

画も昴25年の歩みの中の名曲を歌うとして、特別団員も募集し
て取り組んでいる。
昴はこの間、９回日うたに入賞している。またシンフォニーホー

ルやNHKホールを満席にしてうたい続けてきた昴らしい歌が
沢山あり、再びその感動をさらに広げたいと思う。
高齢化の波は抗えないが、周りの元気な老人にも友人にもど

んどん声を掛けて仲間を増やし、またまた会場から「ブラボー」
の声がかかる演奏をしたい。
その力を2027年日うた大阪祭典に繋げたいと思う。

大阪のうたごえ協議会が毎年取り組

んでいる、核兵器禁止条約発効記念

の行事。今年は発効５周年記念とし

て、藤井寺市民総合会館（パープル

ホール）で開かれました。

ホールの中が暖房が入ってないの

かと思うほど寒く、後で調べると築50

年を超えるようで、老朽化した設備の

管理ができていないのでしょうか？

第１部の「平和のうたごえ」では、大

阪の各地域合同の演奏で、昴も、市

内南部合同に参加して「みんなは夜

明けをまっている」を歌いました。

第２部は、来年の日本のうたごえ祭典・大阪の実行委員長で

絵本作家・長谷川義史さんの「絵本ライブ」でした。

長谷川さんは、近鉄藤井寺駅の近くに住んでいて、ホールす

ぐ横の藤井寺小学校に通っていたそうで、絵本も子ども時代の

思い出があふれるものでした。

独特の語り口で、スクリーンいっぱ

いに映し出される絵本の読み聞か

せの中で、たくましくてゆかいなお母

ちゃんの話、さらに模造紙に筆で絵

をかきながら語る友達のよっちゃんと

のエピソード。詩人四国五郎の詩に

長谷川さんが絵を書いた「ひろしま

の子」にはグッとくるものがありました。

楽しくて心温まる（会場は寒いけど）

あっという間の１時間でした。

平和のうたごえを響かせて
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子どもたちもいっしょに、「へいわってすてきだね」で開幕

長谷川義史さんの絵本ライブ
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いつまでも生き生きと
Bs 富樫 龍一

初めての投稿です。

先日の関西合唱団（関合）第88回定演へのお力添え

ありがとうございました。

2021年の３月末をもって諸事情により退団して４年ぶり

に、昨年４月からともに歌う（とも歌）団員として復帰しま

した。

当初は月曜日の練習のみ、それも隔週での参加とし

ていたのが、毎週になり、さらに木曜もということで、演

奏会当日は、青年の舞台以外全ての出演となりました。

選曲にも恵まれ、中・高生と関合青年部のあふれるエ

ネルギー、団員・とも歌団員の頑張り、ゲストの素晴らし

い演奏、そして、それを支えてくださったスタッフ他の方々

のお力もあって演奏会は大成功を収めました。歌い切っ

た達成感とは裏腹に、６年ぶりの出演でしたが、当時と

は大違いで、出演中もその後も脊柱管狭窄症による腰

のだるさがあり大変辛い経験もしました。

昴の方へは、昨年８月から日曜団員として参加し始め

ましたが、今年11月23日の第16回コンサートに向けす

でに練習を始めておられるとのことで、それに出演した

く、今後は第３日曜に加えて第１金曜日にも（第５金曜が

あればそれも）練習参加したいと思います。前日木曜

日の関合の練習は、連夜になるので休みます。

来年２月27日（土）・28日(日)に、関合第89回定演が

予定されており、練習等が重なってくる場合は調整させ

てください。

そして、昨年12月からは、創立当時関合「北部班」と

して関わり、山下さんや松島さんらと共に３年がかりで

結成した北部センター合唱団にも月２回程度不定期で

土曜日の夜に参加し始めました。来春に創立40周年の

コンサートが予定されており、それへの出演も考えてい

ます。

当面３合唱団への参加となりますが、予定通りいかな

い場合もあろうかと思います。体調に十分留意しながら

頑張りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

今年の日本のうたごえ祭典は長野開催で、
例年より少し早い日程になっています

今年の長野で行われる日本のうたごえ祭典は、下記のような大きな日
程だけで、まだ詳細が発表されていません。
会場はすべて長野市内で、祭典ホームページに地図も出ています。
「大交流フェスタ」の会場「ビッグハット」は、１９９８年長野冬季オリンピッ

クのアイスホッケーのメイン会場で、８０００人収容のアリーナです。
長野祭典の賛同呼びかけ人には、青

木理（ジャーナリスト）・伊藤千尋（ジャー
ナリスト・九条の会世話人）・窪島誠一
郎（作家・無言館共同館主）・松本猛
（ちひろ美術館常任顧問）など、長野
県にゆかりの知識人・文化人も名前を
連ねています。
大交流フェスタの合同ステージの曲

目が次々と決定されています。シニア
合同「里の秋」「雪山讃歌」、しあわせいっぱいの会「そんな町を」「にじ」、
合唱構成「ぞうれっしゃがやってきた」、女性合同「みんなのなかへ」
「あの鐘を鳴らすのはあなた」など。
特別音楽会では、混声合唱組曲「こわしてはいけない～無言館をう

たう～」池辺晋一郎指揮。

11/13(金)

合唱発表会（ホクト文化ホール他）

特別音楽会（ホクト文化ホール）

11/14(土)

大交流フェスタ（ビッグハット)

11/15（日）

合唱発表会（ホクト文化ホール他）
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昨年の神戸祭典「大音楽会」で、長野へのバトンタッチ


